
’10年10月号 №150

☆作業日あれこれ
9月になっても例年にな

、い残暑の厳しさのせいか
第2土曜日の参加者は少な
めの30人ほどでした。観
察会の最初のﾃｰﾏはﾏﾑｼに

。 、ついて 担当のﾌﾞﾝﾁｬﾝは
遊林会の初期の頃、活動
中に森女史が石を投げて
気絶させ、それを蛇掴み
名人が捕獲したという、
今の若いｽﾀｯﾌには伝説の
ような話になっている
時の写真を持ち出し、
「そのうち死んでしまったので、その場で皮を
はいで蒲焼きにして食べたそうです」と、とん
でもないｴﾋﾟｿｰﾄﾞを紹介します。いや、事実な
んですが…。ところで秋口にﾏﾑｼに噛まれやす
いという話ですが 「子は母蛇の口から出てく、
るので母蛇は子を産む時、毒牙が邪魔にならな
いよう人間にかみついて牙を抜くから」との答
えがあり、それは聞いたことがあるぞと多くの
方がうなずいていました。そこでﾌﾞﾝちゃんが
我が意を得たりと解説です。ﾏﾑｼはお腹の中で
卵から子をかえす卵胎生という産み方をしま
す。だからいきなり子蛇が産まれるのですが、
おしりから産まれるのです。ではなぜ秋によく
噛むと言われるのか…ﾏﾑｼは夜行性の変温動物
ですが、ﾒｽのﾏﾑｼは子を産む前に身体を暖める
ためか日中でも活動することがあり、そのﾏﾑｼ
に人が遭遇するからではないでしょうか、との
ことでした。蛇に出会えばｷﾞｮｯとしますが、こ
の森では昔からいる生き物の一員、むやみに退
治しません。次に話題は一転、草原広場で網と
虫かごを持ち童心に返ってﾊﾞｯﾀつかみです。そ
して捕獲したﾊﾞｯﾀたちを解説、ﾊﾞｯﾀとｲﾅｺﾞの仲
間の見分け方などを教わり、みんな眼を皿にし
て見ていましたが、どこからともなく「食える
ｲﾅｺﾞはどれや？」という声が複数あがり、ｲﾅｺﾞ
を食べたことのないﾌﾞﾝちゃんは思わず苦笑で
した。

この日の作業は、ﾅﾗ枯れ対策で伐採した木を
玉切りし薪割機で割る作業が主力でした。ﾁｪﾝｿ
ｰで木を40 に玉切り、薪割機で割ります。例cm
年と違い今年は屋根のない屋外に野積みです。
これはｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼの幼虫をｱﾘが連れ去るの

昔はみんな虫取り少年

を確認した（詳細は裏面）のでｱﾘがいる屋外に
置くためです。観察すると本当にすぐｱﾘがやっ

、 。て来て 次々に幼虫を巣に運び出していきます
ちなみにｱﾘが運ぶ
様子は9 2の木ままｸ/
ﾗﾌﾞで初確認したの
ですが、その日ﾅﾗ
枯れで枯れたｱﾗｶｼ
を伐採し、薪に割
って地面に放置す
ると5分も経たずｱﾘ
がやってきて幼虫

。を運び始めました
後日ｽﾀｯﾌがその薪を
細かく割り幼虫が残
っているか確認した所、1匹も確認できなかっ
たそうです。そこで、その日伐った同じｱﾗｶｼで
まだ丸太のままの材の中に幼虫が何匹いるか数
えたら、何と直径15 長さ35 の丸太の中にcm cm
1,500匹！つまり薪にして置いておくとｱﾘが一
昼夜で1,500匹運んだということです。話は脱
線しますが、先月号で触れた「神社に生えてい
るｶｼやｼｲの木もいずれﾅﾗ枯れにやられるので
は」との懸念は現実のものとなってしまい、こ
の地域で立派な社叢林を持つ押立神社で確認す
ると、既に今年ﾅﾗ枯れで枯れたｱﾗｶｼがあり、ｼｲ
は枯れてこそいないがｶｼﾅｶﾞの開けた穴がﾎﾟﾂﾎﾟ
ﾂとあいていました。皆さんも地域の神社を一
度のぞいてみてください。

再び作業に戻ると、草原広場の隅では薪にな
らなかった細い枝をﾁｯﾊﾟｰ処理、その近くの交
流広場周辺ではｻｻの機械刈りをしています。駐
車場の近くの竹林では青年部長が、何とか人を
集めて竹林整理を汗だくでやっています。

この日のお昼は、ｸﾏが大好きな焼き豆腐の煮
付け、冬瓜、ｵｸﾗ、ｼｼﾄｳなど夏野菜満載の料理
でした。御飯は釜で炊いた炊き込み御飯でした
が、新人がいたくこれを気に入りｸﾏの隣でこれ
を肴に飲んでおりました。9月からは午後も作
業の予定でしたが、あまりの暑さのせいで午後
の作業は中止、ﾄﾗの咆哮が作業小屋に響いてお
りました。ちょうどこの時、台湾からこの森を
視察しに来られた方があり、案内していたﾏﾙは
ﾄﾗたちの様子を見せて、あれが遊林会が長く活
動できている原動力のひとつですと紹介し、台
湾のお客様もｳﾝｳﾝと納得されていたとか…。

ナラ枯れ救世主！頑張れ！

10月27日(水曜日)週日活動 森の居酒屋は10月6日 午後7時頃～

9時～(遅刻可)10月9日(第2土曜日)
主 催 者 ： 遊 林 会

連絡先：東近江市 河辺いきものの森 Tel 0748-20-5211 Fax 0748-20-5210 当日連絡先：携帯(丸橋)090-3352-3163

Ｅメールでも、ご意見をお待ちしています。E-mail：ikimono@e-omi.ne.jp

これはkikitoペーパーを使っており、滋賀県湖東地域の森の保全に寄与しています。



本日で残暑も終わり、と予報のあった第4水
曜日ですがｽﾀｰﾄ時まだまだ残暑厳しく、ﾒﾝﾊﾞｰ
もﾍﾞﾃﾗﾝ組14人のみでした。本日はひたすら薪
割り。今年ﾅﾗ枯れで枯れた木（以下、ﾅﾗ枯木）

。 、の薪割りです 昔と違って木がかなり太いので
ｵﾉではなく薪割り機に頼っての作業ですが、そ
れでも一抱えの丸太を運ぶのにはひと苦労で
す。9月第2土曜の作業日以来、ﾅﾗ枯木の薪は細
かく割って井桁積みにし 中に入っているｶｼﾅｶﾞ、
の幼虫をｱﾘに食べてもらう作戦をとっているの
で、割ったあときれいに積むのも手間がかかり
ます。それでもﾍﾞﾃﾗﾝ揃い、どんどん薪割りを
消化していきました。この日のお昼は珍しく煮

、 、込みﾊﾝﾊﾞｰｸﾞが登場し 他にも冬瓜の炊いたの
ﾄｳｶﾞﾗｼ、切り干し大根などどれもおいしいもの
ばかりでした。この日の夜は、中秋の名月と虫

、の音を楽しむ子ども向けｲﾍﾞﾝﾄを企画しており
定員一杯のご予約もいただいていたのですが、
夜から天気が崩れることがほぼ確実視されてお
り、雨降らずとも厚い雲かかれば月見もできぬ
と昼過ぎに中止を決定しました。この内容では
初めてのｲﾍﾞﾝﾄだっただけに、残念です。

☆9月の木ままクラブ
気軽に気ままに木曜日に活動する木ままｸﾗﾌﾞ。
9月は3回の活動を行いました。

11人 林冠ﾄﾚｲﾙ周辺のﾅﾗ枯木3本を伐採。9/2
3本ともｱﾗｶｼでした。

7人 森林組合が危険木を伐採してくれ9/16
た際に出たﾅﾗ枯れの丸太を機械により薪割り。

。 。9/30 通信発行に間に合わず 予定では薪割り
10月は14日、21日が活動日です。

☆河辺いきものの森ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ情報
、9月は学校の運動会のため森の利用が少なく

下旬までのわずかな期間、ｽﾀｯﾌはようやく夏休
みをとれます。今回一番夏休みを満喫したのは
ﾊﾟﾘに行ったﾌﾞﾝちゃんです。しかしわずかな充
電期間もあっという間に過ぎ、下旬からはいよ
いよ学校や団体利用のﾋﾟｰｸに突入します。これ
から12月中旬まで、ｽﾀｯﾌは息つく暇もありませ
んがたくさんの子どもたちに森を楽しんでもら
えるようがんばります！

☆ｱﾘによるﾅﾗ枯れ対策
8月頃、ﾅﾗ枯れについてﾈｯﾄで調べていると、

あるｻｲﾄに「ｱﾘ類による食餌行動による駆除」
という一文がありました。ｱﾘがｶｼﾅｶﾞの幼虫を
食べてくれるの？…ということで、早速先日切
ったﾅﾗ枯木を薪に割ってその辺に置いておくと
…何とすぐにｱﾘがやってきたではありません
か！その後も何度か実験しましたが、ｶｼﾅｶﾞが
開けた穴に入れる大きさのｱﾘたちはことごとく
幼虫を連れ去っていき、その様子は「かわべぇ

ﾌｫﾄﾛｸﾞ」の9 2や9 16の記事で紹介しました。/ /
ｱﾘの専門の方に聞いた所、ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘとﾄﾋﾞｲ

、 。 、ﾛｼﾜｱﾘではないか ということです 昨年まで
ﾅﾗ枯木を伐採する時期は、健全な木を萌芽更新
（伐採した切り株から出るひこばえを育て新し
く若い林を作る方法）させる目的で伐採する時
期と同じ晩秋～冬でした。落葉樹が休眠するこ
の時期の方が萌芽しやすいというだけでなく、
藪に入ってもﾊﾁがおらず、周りの草も枯れて伐
倒後の作業も容易だからです。しかしﾅﾗ枯木を
伐採して薪にしても、中にはｶｼﾅｶﾞの幼虫がい
ます。薪にするほど細く割れば幼虫のｴｻとなる
ﾅﾗ菌の繁殖も限られるのでたぶん幼虫は死ぬと
思うのですが、それでも成虫になって次の夏に
出ていく可能性は否定できませんでした。薪は
少なくとも一夏乾燥させる必要があり、ｶｼﾅｶﾞ
の成虫が脱出するﾘｽｸがありました。 しかし
今回ｱﾘが食べることがわかったので、来年から
ﾅﾗ枯木の処理法を変えてみます。つまりﾅﾗ枯れ

（ ） 、で木が枯れ出す 大体7～8月 のを発見したら
冬まで待たずｱﾘが活動している季節のうちにで
きるだけ早く切って、薪にし、屋外に野積みし
ておくのです。厳密に調査したわけではありま
せんが、今のところこの方法でほとんどの幼虫
をｱﾘが連れ去っているようです。

この方法にはもうひとつ狙いがあります。一
般的に萌芽更新させるためには、木が休眠する
冬の伐採が常識で、元気な木を夏に伐ってもひ
こばえが出にくい、出ても周りの草などに被圧
されてうまく育たないということがありまし
た。しかも冬に伐採したﾅﾗ枯木は、すっかり枯
れているためひこばえを出す可能性はほぼ0で
す。それならいっそ、枯れた直後でまだ切り株
に水分や養分が残っている時期に伐採すれば、
放っておけば死ぬはずの切り株からもしかした

、 。らひこばえが出ないだろうか という考えです
もし出ても、上述のようにその後育てるのは容
易ではありません。しかし10本のうち1本でも
残れば…との思いがあり、来夏から一度この方
法を試してみようと思います。

☆10月の作業日は
10月もﾅﾗ枯れ対策の作業が中心となりそうで

す。しかしそろそろｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳなどの抜き取
りも必要です。涼しくなりましたので、久しぶ
り！という方もぜひおこしください。

☆11月の第4水曜日は日程変更
遊林会 にも掲載している「遊林会活動ｶﾚHP

ﾝﾀﾞｰ」にも書いている通り、11月の第4水曜日
作業は11月23日は祝日の翌日で休館日のため、

します。お間違えなく！（火/祝）に変更

容器やコップは数に限りがあります。食器の
持参をお願いします！
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